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15『高橋文庫分類目録』拓殖大学図書館蔵書目録第 1 輯、1968 年に記載されている高橋が所有していたウ
ィザーズの著書は次の通り。 
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はウィザーズの影響が考えられる。 



















                                                                                                                                                        
International Finance, London, Smith, Elder＆Co., 1916. 
War and Lombard Street, London, Smith, Elder＆Co., 1915. 
The Meaning of Money, London, Smith, Elder＆Co., 1910. 
Our Money and the State, London, John Murray, 1917. 
Stocks and Shares, London, Smith, Elder＆Co., 1910. 
The Case for Capitalism, London, Eveleigh Nash Co., 1920. 
Poverty and Waste, London, John Murray, 1920. 
Money-Changing; An Introduction to Foreign Exchange, London, John Murray, 1921. 
上記 The Meaning of Money について、高橋は「ぼくは金融論をほんとうに学んだのは[バジョットの]「ロ
ンバート・ストリート」とか、当時のロンドンの「エコノミスト」の記者やなんかが書いた「ミーニング・
オブ・マネー」とか、そういうもので勉強をしました」と回想している（高橋亀吉（聞き手：安藤良雄・
原朗）「社会科学五十年の証言 20 経済評論家として独立」『エコノミスト』第 52巻第 5号、1974年、68
ページ）。 
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2 資本蓄積のための「社会主義」 
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32 高橋亀吉『日本資本主義経済の研究』白揚社、1924年、40－41ページ。 






36 丸岡重堯「世界及日本資本主義の情勢と我国社会運動」『社会思想』1926年 12月号。 
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45 野呂栄太郎『初版 日本資本主義発達史（上）』岩波文庫，1983年，151ページ。 
46 西田美昭「戦前日本における労働運動・農民運動の性質」東京大学社会科学研究所編『現代日本社会４ 
歴史的前提』東京大学出版会，1991年所収。 
47『高橋経済理論形成の 60年』上巻 120ページ。 
48 高橋亀吉『増補改訂日本資本主義発達史』日本評論社，1929年，5ページ。 
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67 高橋亀吉『経済国難来』千倉書房、1929年、序文 5－6ページ。 
68『最近の日本経済史』480ページ。 
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86 戦時期の高橋の活動については拙著『戦時下の経済学者』中央公論新社、2010年の終章である程度紹介
している。また松浦正孝『財界の政治経済史─井上準之助・郷誠之助・池田重彬の時代』東京大学出版会、
2002年、同『「大東亜戦争」はなぜ起きたのか─汎アジア主義の政治経済史』名古屋大学出版会、2010
年でも満洲事変後の高橋の行動や主張が注目されている。 
